
(13) 議会だより

視
察
日

　

平
成
24
年
７
月
４
日
〜
６
日

視
察
目
的

・
議
会
改
革
・
活
性
化
に
つ
い

て
、
先
進
議
会
を
視
察
研
修

す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の

議
会
改
革
・
活
性
化
に
向
け

た
議
論
の
参
考
と
す
る
。

・
時
事
問
題
や
先
進
地
に
お
け

る
サ
ー
ビ
ス
及
び
施
設
を
視

察
研
修
し
、
今
後
の
課
題
の

参
考
と
す
る
。

視
察
先

・
北
海
道
夕
張
郡
栗
山
町
議
会

・
北
海
道
電
力
株
式
会
社

　

泊
発
電
所

　

原
子
力
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

　

と
ま
り
ん
館

・
北
海
道
余
市
郡
仁
木
町

視
察
内
容

　

栗
山
町
は
、
札
幌
市
や
苫
小

牧
市
、
新
千
歳
空
港
に
約
１
時

間
の
道
央
圏
に
位
置
し
、
緩
や

か
な
丘
陵
地
帯
で
、
夕
張
市
と

接
し
て
い
ま
す
。
人
口
は
、
約

１
万
３
０
０
０
人
、
農
業
は
、

水
稲
、
玉
ネ
ギ
が
主
な
作
物
で

あ
り
、
第
３
次
産
業
が
６
割
を

占
め
ま
す
。

　

栗
山
町
議
会
は
、
平
成
18
年

５
月
、
全
国
で
初
め
て
議
会
の

形
が
い
化
を
防
ぎ
、
首
長
と
同

様
に
住
民
の
代
表
で
あ
る
地
方

議
員
の
役
割
を
明
確
化
し
た
画

期
的
な
「
議
会
基
本
条
例
」
を

施
行
し
ま
し
た
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
平
成
13
年

９
月
か
ら
今
日
ま
で
、
時
代
に

対
応
し
た
議
会
改
革
、
議
会
活

性
化
策
に
努
め
、
真
に
「
町
民

に
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
」
に

取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
議
員

及
び
議
会
に
と
っ
て
、
議
会
改

革
・
活
性
化
は
永
遠
の
テ
ー
マ

で
あ
り
、
町
民
の
代
表
た
る
多

人
数
に
よ
る
合
議
制
の
機
関
と

し
て
、
町
民
の
意
思
を
町
政
に

的
確
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
も
、

今
後
も
、
継
続
し
て
議
会
の
改

革
・
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な

テ
ー
マ
と
認
識
し
ま
し
た
。

　

栗
山
町
議
会
基
本
条
例
は
、

い
つ
の
時
代
に
お
い
て
も
議
会

と
し
て
の
権
能
を
十
分
に
発
揮

し
、
そ
の
責
任
が
果
た
さ
れ
る

よ
う
、
４
年
半
に
及
ぶ
議
会
改

革
・
活
性
化
策
の
集
大
成
と
し

て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
の
内
容
は
、
情
報
の
公

開
と
住
民
参
加
、
そ
れ
に
加
え

て
「
議
会
報
告
会
」
と
い
う
議

員
自
ら
が
、
住
民
の
場
に
出
て

行
き
、
ま
ち
の
現
状
や
議
会
審

議
の
経
過
を
報
告
す
る
こ
と
を

義
務
付
け
て
い
る
点
は
、
大
き

く
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
特
徴
的
な
も
の
は
、

ほ
と
ん
ど
が
条
例
制
定
前
か
ら

実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と

を
単
に
条
例
化
し
た
だ
け
と
鵜

川
議
長
が
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

常
に
住
民
の
ほ
う
を
見
て
い
な

い
と
こ
れ
だ
け
の
こ
と
は
で
き

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

議
会
改
革
な
ど
に
よ
り
議
員
の

活
動
日
数
も
多
く
な
り
、
有
能

な
若
い
世
代
の
議
員
に
は
、
大

変
ハ
ー
ド
で
あ
り
、
交
代
を
危

惧
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

美
浦
村
議
会
と
し
て
も
無
理

を
せ
ず
、
で
き
る
事
か
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

美

浦

村

議

員

会

県
外
視
察
研
修
報
告

栗山町議会との意見交換会

栗山町庁舎前にて



(14)議会だより

　

泊
発
電
所
は
、
北
海
道
で
の

唯
一
の
原
子
力
発
電
所
で
あ
り
、

ま
た
、
北
海
道
電
力
の
保
有
す

る
唯
一
の
原
子
力
発
電
所
で
す
。

１
〜
３
号
機
の
発
電
で
、
北
海

道
の
電
気
の
約
40
％
を
担
う
重

要
な
電
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
３
基
と
も
定
期
検

査
の
た
め
停
止
し
て
お
り
、
再

稼
働
の
見
込
み
は
全
く
な
い
そ

う
で
す
。

　

研
修
の
中
で
は
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
原
子
力
事
故
を
踏

ま
え
た
、
安
全
対
策
に
つ
い
て

の
説
明
が
大
半
で
し
た
。

　

茨
城
県
に
も
、
東
海
村
に
原

子
力
発
電
所
が
存
在
し
ま
す
。

時
事
問
題
で
あ
る
原
子
力
に
つ

い
て
は
、
安
全
性
・
必
要
性
の

検
討
、
将
来
に
向
け
て
の
展
望

を
し
っ
か
り
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　　

仁
木
町
は
、
北
海
道
西
部
に

位
置
し
、
人
口
は
約
３
７
０
０

人
。
早
く
か
ら
果
樹
、
野
菜
等

の
栽
培
が
盛
ん
で
、
北
海
道
内

に
お
け
る
果
樹
・
園
芸
作
物
の

主
産
地
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

仁
木
町
議
会
で
は
、
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
す
た
め
、
平
成

14
年
度
に
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
基
盤
整
備
事
業
に
よ
り
、
町

内
の
各
公
共
施
設
を
光
フ
ァ
イ

バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
で
接
続
し
、
議

会
中
継
シ
ス
テ
ム
の
設
備
を
導

入
し
ま
し
た
。
議
場
に
は
３
台

の
カ
メ
ラ
を
配
備
し
、
緊
張
感

と
臨
場
感
を
そ
の
ま
ま
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
中
継
さ
れ
た

デ
ー
タ
は
、
す
べ
て
サ
ー
バ
ー

に
蓄
積
し
、
時
間
的
に
傍
聴
で

き
な
か
っ
た
町
民
の
た
め
に
、

録
画
に
よ
る
中
継
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

　

当
議
会
で
も
、
理
想
的
な
整

備
は
、
難
し
い
と
思
う
が
、
ラ

イ
ブ
中
継
や
録
画
配
信
で
、
い

つ
で
も
都
合
に
合
わ
せ
て
見
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
議
会

活
動
が
よ
り
理
解
さ
れ
、
情
報

共
有
に
つ
な
が
り
、
村
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
議
会
・
行
政
へ
の

発
信
が
促
進
さ
れ
、
議
会
の
活

性
化
が
期
待
さ
れ
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
後
志
総
合
振
興
局

が
事
務
局
で
行
っ
て
い
る
、「
空

き
家
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
」
の
説
明
と
農

村
公
園
「
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
に

き
」
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
に
は
、
仁
木
町
長
、
仁

木
町
議
会
議
長
も
ご
多
忙
の
中
、

あ
い
さ
つ
に
み
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
仁
木
町
長
、
仁
木
町

議
会
議
長
に
は
、
現
地
ま
で
同

行
し
て
説
明
ま
で
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

町
長
、
議
長
自
ら
ま
ち
の
活

性
化
の
た
め
に
動
く
姿
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
も
頼
も
し
く
映

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

仁木町議会議場にて

　

６
月
18
日
、
村
内
の
公
共
施

設
の
現
況
を
把
握
す
る
た
め
、

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
先
は
水
処
理
セ

ン
タ
ー
、
ホ
ー
プ
作
業
所
、
保

健
セ
ン
タ
ー
、
大
谷
時
計
台
児

童
館
、
大
谷
保
育
所
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

現
在
、
村
内
の
公
共
施
設
が

ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
か
、

施
設
で
の
説
明
に
、
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

村
内
公
共
施
設
視
察水処理センター視察


